
〈

研

究

論
文
1
2
〉

マ
ッ
ク
ス

ー
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
仏
教
理
解
に
つ
い
て芹

　
川
　

博
　
通

一
　
ウ
ェ
ー
バ
ー
宗
教
研
究
の
特
色

１
　

文

化

・

社

会

比

較

に

お

け

る

問

題

意

識

マ

ッ

ク

ス

ー
ク

ェ
ー

パ

ー

の

宗

教

社

会

学

の

論

点

の

一

つ

に

、

東

西

の

文

化
（

宗
教
）
・

社

会

比

較

が
あ

る

が
、

こ

こ

に

お

け

る

ウ

ェ

ー

バ

ー

の
立

場

な

い

し
問

題

意

識

は

、
「

い

っ

た

い

、

ど

の

よ

う

な

諸

事

情

の
連

鎖

が
存

在

し

た

た

め

に

、

他

な

ら

ぬ

西

洋

と

い

う

地

盤

に

お

い

て

、

ま

た
そ

こ

に

お
い

て

の

み

、

普

遍

的

な

ｕ
ｎ
ｉｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
ｌ
意

義

と

妥

当

性

を

も

つ

よ

う

な
発

展

傾

向

を

と
る
―
―
と
少
く
と
も
わ
れ
わ
れ
は
考
え
た
い
―
―
文
化
的
諸
現
象
が
姿
を

現
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
。
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
『
妥
当
的
』
》
ｇ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
ｇ
《

だ

と

認

め

る

よ

う

な

発

展

段

階

に

ま

で

到

達

し

て

い

る

『

科

学

』
》
Ｗ

ｉｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
-

ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
《
な
る
も
の
は
、
西
洋
だ
け
に
し
か
存
在
し
な
い
。
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
つ
づ
い
て
、
「
『
世
界
宗
教
の
経
済
倫
理
』
に
関
す
る
諸
論
文
で
は
、

も

っ
と

も

重

要

な

文

化

諸

宗

教
と

そ

の

環

境

を
な

す

経

済

お
よ

び

社

会

層
分

化

と

の

関

係

を
み

わ

た
し

な

が
ら

、

つ
ぎ

に

分

析

さ

れ
る

べ
き

西

洋

に

お

け

る

発

展

と

の

比

較

Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｌｅ
ｉｃ
ｈ

の

た

め

の
問

題

点

を
見

付

け
出

す

、

そ

う

し

た

こ

と

に

必

要

な

か

ぎ
り

に

お
い

て

で

は

あ

る

が
、

因

果

関

係

の
二

つ

の

側
面
の
双
方
b
e
i
d
e
を
追
究
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の

よ

う

に

し

て

は

じ

め

て

、

他

の
経

済

倫

理

と

は

異

な

っ
て

西

洋

の

宗

教

的

経

済

倫

理

に

の

み

固

有

な
諸

要

素

に

つ

い

て

の

、

多

少

と

も

一

義

的

な
因

果

帰
属
Z
ｕ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
（
中
略
）

む

し

ろ

そ

れ

ぞ

れ

の

文
化

領
域

に

つ
い

て

、

過

去

に

せ
よ

現

代

に

せ

よ

。
西

洋

の

文

化

発

展

と

は

対

照

Ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ
ａ
ｔｚ

で

あ

る

よ

う

な

も

の

が
故

意

に

強

調

さ

れ

て

い

る

。
」

と

い

う

。

し

た

が

っ
て

、

ウ

ェ
ー

バ

ー

の
文

化
（
宗

教
）
・

社

会

比

較

に

お

け

る
問

題

意

識

は

、

西

洋

に

お
け

る

発

展

と

の
比

較

の

た

め
の

問

題

点

を

見

い
出

す

こ



と

で

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

文

化

領

域

に

つ

い

て

、

西

洋

の

文

化

発

展

と

は

対

照

を

な

す

も

の

が

強

調

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

述

べ

て

い

る

の

で

あ

る

。

２
　

理

念

型

に

よ

る

概

念

装

置

と

座

標

軸

さ

ら

に

、

文

化

（

宗

教
）
・

社

会

比

較

の

方

法

と

し

て

、

随

所

に

理

念

型

Ｉ
ｄ
ｅ
ａ
ｌ
ｔｙ
ｐ
ｕ
ｓ
（

あ

る

い

は

理

念

型

的

な

手

段

）

が

採

用

さ

れ

、

そ

れ

が

複

雑

な

概

念

装

置

と

座

標

軸

を

設

定

し

て

い

る

。

こ

こ

で

取

り

扱

う

理

念

型

は

、
「

現

世
内
的
禁
欲
」
の
理
念
型
の
解
明
と
、
ア
ジ
ア
宗
教
の
理
解
に
必
要
な
理
念

型

の

い

く

つ

か

に

限

定

し

て

、

み

る

こ

と

に

す

る

。

ウ

ェ

ー

バ

ー

に

よ

る

と

、

宗

教

的

行

為

の

側

面

よ

り

、

神

と

人

と

の

関

係

に

注

目

し

て

、

二
、
人
間
が
神
の
「
道
具
」
》
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｚ
ｅ
ｕ
ｇ
《
（
（
あ
る
い
は
「
武
器
」
≫
Ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
ｚ
ｅ
-

u
g
《
）
と
し
て
行
為
す
る
こ
と
か
ら
「
禁
欲
」
Ａ
ｓ
ｋ
ｅ
ｓ
ｅ
を
。

二
、
人
間
が
神
の
「
容
器
」
》
Ｇ
ｅ
ｆ
ａ
s
s
≪
と
し
て
行
為
す
る
こ
と
か
ら
「
瞑

想

」

Ｋ
ｏ
ｎ
ｔｅ
ｍ

ｐ
ｌａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

あ

る

い

は

「

神

秘

論

」
Ｍ

ｙ
ｓ
ｔ
ｉ
ｋ

を

。

こ

の

二

つ

の

理

念

型

に

、
「

現

世

内

的

」

ｉｎ
ｎ
ｅ
ｒ
 
wｅ
ｌｔ
ｌ
ｉｃ

ｈ

と

「

現

世

逃

避

的

」
w

ｅ
ｌ
ｔｆｌ
ｕ
ｃ
ｎ
ｔ
ｉｇ

の

概

念

を

組

合

わ

せ

て

、

次

の

四

つ

の

理

念

型

を

設

定

し

て

い

る

。

一
　
「
現
世
内
的
禁
欲
」
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
w
ｅ
ｌ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ａ
ｓ
ｋ
ｅ
ｓ
ｅ

二
　
「
現
世
逃
避
的
禁
欲
」
w
ｅ
ｌ
ｔ
ｆ
ｌ
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ａ
ｓ
ｋ
ｅ
ｓ
ｅ

三
　
「
現
世
内
的
神
秘
論
」
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
w
ｅ
ｌ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ｙ
ｓ
ｔ
ｉ
ｋ

四
「
現
世
逃
避
的
瞑
想
」
w
ｅ
ｌ
ｔ
ｆ
ｌ
ｔ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｋ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

こ

う

し

た

理

念

型

の

な

か

で

、

と

り

わ

け

「

現

世

内

的

禁

欲

」

を

浮

彫

り

に

す

る

た

め

に

、

救

済

財

の

施

与

者

と

救

済

方

法

に

関

す

る

諸

理

念

型

が

示

さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
仏
教
信
仰
に
み
ら
れ
る
典
型
的
な
理
念
型
も
み
る
こ

と

が

で

き

る

。

第

一

に

、

救

済

財

の

施

与

者

の

理

念

型

と

し

て

、

次

の

も

の

を

示

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

理

念

型

に

、

下

位

の

理

念

型

を

提

示

し

て

い

る

。

1
.
　
「
救
済
者
信
仰
」
Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ｇ
ｌ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
あ
る
い
は
「
救
済
者
宗
教
意

識
」
Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｓ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
―
―
生
れ
る
、
も
し
く
は
死
せ
る
救
済
者

に
対
す
る
信
仰
で
、
1
「
救
難
聖
人
」
N
l
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｌ
ｆ
ｅ
ｒ
 
2
「
仲
裁
者
」

Ｆ
ｉ
ｉ
ｒ
ｓ
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
、
　
3
「
平
民
的
秘
教
者
」
ｐ
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｊ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ｙ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｏ
ｇ
ｅ
ｎ
’
　
4

「
聖
徒
崇
拝
」
Ｈ
ａ
ｇ
ｉ
ｏ
ｌ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｅ
’
5
「
祈
祷
文
礼
拝
」
G
ｅ
ｂ
ｅ
ｔ
ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｅ
ｌ
ａ
ｎ
-

ｄ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
、
「
偶
像
崇
拝
」
Ｉ
ｄ
ｏ
ｌ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｅ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
仏
教
の
大
部

分

、

ア

ジ

ア

宗

教

の

特

徴

を

こ

こ

に

見

出

し

て

い

る

。

2
．
　
『
秘
蹟
恩
寵
』
》
Ｓ
ａ
ｋ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
ｇ
ｎ
ａ
ｄ
ｅ
《
―
―
祭
司
あ
る
い
は
秘
教
祭

司

に

よ

っ

て

秘

蹟

恩

寵

を

施

与

す

る

ば

あ

い

を

い

い

、

こ

の

と

き

の

仲

介
者
の
信
任
の
さ
れ
方
に
よ
っ
て
、
7
「
カ
リ
ス
マ
的
恩
寵
」
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ
-

m
a

ｔ
ｉ
ｓ
ｃ

ｈ

　
Ｇ

ｎ

ａ
ｄ
ｅ

「

ア

ン

ジ

ュ

タ

ル

ト

的

恩

寵

」

Ａ

ｎ

ｓ
ｔ
ａ

ｌ
ｔ

ｓ
ｇ

ｎ

ａ
ｄ
ｅ

（

あ

る

い

は

「

聖

礼

典

的

恩

寵

」

Ｓ
ａ

ｋ
ｒ
ａ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
ｇ
ｎ
ａ

ｄ
ｅ

）

が

あ

る

。

3
.
　
『
信
仰
』
》
９
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
n
《
あ
る
い
は
「
信
仰
宗
教
意
識
」
Ｇ
ｌ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
-

ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｓ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
―
信
仰
一
般
を
さ
す
が
、
教
義
の
う
ち
に
本
質
的
な
信

仰
箇
条
が
要
求
さ
れ
る
。
9
「
明
示
的
信
仰
」
》
ｆ
ｉ
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｅ
ｘ
ｐ
ｌ
ｉ
ｃ
ｉ
ｔ
ａ
《
と
、

信
仰
の
権
威
に
自
己
の
確
信
の
す
べ
て
を
服
従
さ
せ
る
　
1
0
「
暗
黙
的

信
仰
」
》
ｆ
ｉ
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｉ
ｍ
ｐ
ｌ
ｉ
ｃ
ｉ
ｔ
ａ
《
　
が
あ
り
、
と
り
わ
け
、
後
者
の
信
仰
を
い
う
。



4

.
　
「
預
定
恩
寵
」
Ｐ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ｇ
ｎ
ａ
ｄ
ｅ
―
―
全
智
全
能
の
力
を
も

ち

、

ご
人

間

の

行

為

に

よ

っ

て

左

右

さ

れ

な

い

現

世

超

越

神

の

恩

寵

を

い

い
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
（
「
預
定
の
信
仰
」
）
や
マ
ホ
メ
ッ
卜
の
教
え
は
そ
の
典

型
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
　
1
1
「
現
世
超
越
神
」
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
w
ｅ
ｌ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ

と

自

己

否

定

に

そ

の

特

徴

を

み

る

こ

と

が

で

き

る

。

第

二

に

、

救

済

方

法

に

関

す

る

理

念

型

と

し

て

、

以

下

の

三

つ

が

提

示

さ

れ

て

い

る

。

5

.
「
儀
礼
主
義
」
Ｒ
ｉ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ
―
―
救
済
宗
教
に
お
い
て
は
、
体
系

化

が

な

さ

れ

、

儀

礼

を

通

じ

て

、

凝

念

と

い

う

心

情

が

形

成

さ

れ

る

。

こ

の

宗

教

的

行

為

（

凝

念

宗

教

信

仰

）

と

日

常

的

行

為

の

関

連

に

、

次

の

五
つ
の
ぱ
あ
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
1
2
儀
礼
的
規
則
に
よ
る
徹
底

し
た
生
活
規
則
化
が
な
さ
れ
、
日
常
的
行
為
が
「
分
断
」
さ
れ
る
。
1
3

俗

人

の

儀

礼

の

参

与

、

敬

虔

的

瞬

間

の

「

気

分

内

容

」

の

獲

得

が

目

標

と
な
る
。
儀
式
と
日
常
的
行
為
の
「
分
断
」
。
1
4
神
秘
主
義
的
傾
向
が

う
ま
れ
、
敬
虔
之
日
・
常
的
行
為
が
「
分
断
」
。
1
5
秘
蹟
と
日
常
的
行
為

が

結

合

（

カ

ト

リ

ッ

タ

の

懺

悔

）
。

秘

蹟

の

呪

術

的

性

格

と

懴

悔

が

無

価

値

に
な
る
と
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
が
典
型
を
な
す
。
1
6
俗
人
の
積
極
的

儀
礼
参
加
。
そ
の
儀
式
が
日
常
的
行
為
に
わ
た
り
、
戒
律
を
も
つ
と
、

日

常

的

行

為

と

結

び

つ

く

（

ユ

ダ

ヤ

教

、

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教

）

。

6
．
「
社
会
的
実
践
行
為
」
ｓ
ｏ
ｚ
ｉ
ａ
ｌ
ｅ
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
救
済
追
求
の
た

め
の
実
践
行
為
と
し
て
、
ニ
ニ
つ
の
ぱ
あ
い
が
あ
る

。
1
7

社

会

的

実

践

行

為

が

、

個

別

に

善

悪

と

評

価

さ

れ

、

宗

教

的

運

命

が

規

定

さ

れ

る

。

日

常

的

行

為

は
倫

理

的

に

組

織
化

さ

れ
ず

に

と

ど
ま

る
（
イ
ン
ド
の
業

の
教

説
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
）
。
1
8
個
々
の
社
会
的
実
践
行
為
が
、
倫
理
的
な
全

人
格
性
の
徴
候
、
表
現
と
み
な
さ
れ
る
。
1
9
宗
教
的
社
会
的
な
善
き
業

が
、

自

己

完

成

の

た

め

の
手

段

と
し

て

考

慮

さ
れ

る
ば

あ

い

。

①
自

己

神

格

化

の
手

段

と

し

て

の

恍
惚

。

急

性

は

狂

躁

に

よ

る

急

性

の

陶
酔

、

憑

依

。

②

神

の

要

求
す

る
宗

教

的

諸

特

性

を
獲

得

す

る

こ

と

が
目

標

と

な

る

。

７
.
　
「
自
己
完
成
」
s
ｅ
l
ｏ
ｓ
ｔ
ｖ
ｅ
ｒ
ｖ
ｏ
l
 
l
k
ｏ
ｍ
ｍ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ

ニ
　

ウ

ェ

ー

バ

ー

の

仏

教

理

解

1
　
イ
ン
ド
の
仏
教

ウ

ェ

ー

バ

ー

が
論

じ
て

い

る

仏

教

を

、

イ

ン

ド

の

仏

教

と
イ

ン

ド
以

外

の

仏
教

に

二
分

し

、
イ

ン

ド

の
仏

教

の
理

解

か

ら

み

る

こ

と

に
し

よ

う

。

ま
ず
、
イ
ン
ド
の
仏
教
で
は
、
古
代
仏
教
ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ
（
こ
れ
に

は
原
始

仏
教
と
小
乗
仏
教
が
含
ま
れ
て
い
る
）

と

大

乗

仏

教

Ｍ
ａ
ｈ
ａ
ｙ
ａ
ｎ
ｉｓ
m
ｕ
ｓ

が

取

り

扱

わ

れ

て

い

る

。

ウ

ェ

ー

バ

ー

は

、
古

代
仏

教

を

概

観

し

、

つ

づ

い

て

、

五
蘊

、

仏
教

の

罪

悪

観

、
四

諦

、

輪

廻

説

、
十

二

縁

起

、

サ

ン

ガ
と

戒

律

な

ど

を
論

じ

。

古

代

仏

教

を

プ

ロ

テ

ヌ

タ

ソ

テ

彳
ズ

ム
の

倫

理

と

対

比

し

て

、

次

の
点

を
指

摘

し

て

い

る

。

９
　

こ

の

教

団

宗

教

は
合

理

的

経

済

倫

理

を

発

展

さ

せ

る
こ

と

が
で

き

な

か

っ
た

。

古

代

仏

教

ぶ

「
大

乗

」

に

お

い

て

、

純

粋

に
修

道

僧

の

「

秘



密
集
会
」
仏
教
》
Ｋ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｋ
ｅ
ｌ
》
-
Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ
、
つ
ま
り
「
小
乗
」

と
は
反
対
に
、
俗
人
宗
教
を
発
展
さ
せ
る
過
程
を
た
ど
っ
た
が
、
経
済

倫

理

は

か

か

る

宗

教

か

ら

発

展

し

な

か

っ

た

。

二
　
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
職
業
倫
理
の
発
展
が

み

ら

れ

な

い

。

武

器

、

毒

薬

、

ア

ル

コ

ー

ル

な

ど

の

商

売

、

奴

隷

商

売

屠

殺

業

な

ど

は

優

婆

塞

に

は

禁

じ

ら

れ

た

職

業

で

あ

り

、

修

道

僧

が

農

耕

労

働

を

非

難

し

た

。
「

南

方

」

の

文

書

に

よ

る

と

、

ブ

ッ

ダ

の

倫

理

は
、
静
寂
主
義
と
労
働
活
動
説
の
「
二
元
主
義
」
》
ｄ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
》
で

あ

る

。

三
　
古
代
仏
教
に
は
、
富
の
獲
得
、
奢
侈
品
消
費
に
た
い
す
る
、
な
ん
ら

か

の

個

人

道

徳

的

、

社

会

倫

理

的

抗

議

は

、

世

俗

倫

理

と

し

て

は

存

在

し

な

か

っ

た

。

四
　
修
道
僧
の
倫
理
に
は
、
労
働
を
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
他
の

通

常

の

禁

欲

的

方

法

も

知

ら

な

か

っ

た

。

た

だ

、

補

助

手

段

の

み

を

知

っ

て

い

る

だ

け

で

、

そ

れ

は

、

瞑

想

の

深

化

、

教

化

、

懴

悔

と

師

に

よ

る

弟

子

へ

の

、

つ

ま

り

古

い

修

道

僧

に

よ

る

新

し

い

修

道

僧

へ

の

訓

戒

に

も

と

づ

く

目

覚

め

た

自

己

抑

制

の

確

保

に

向

け

ら

れ

た

。

仏

教

は

い

か

な

る

形

態

の

合

理

的

禁

欲

も

拒

否

し

て

い

る

。

五
　
仏
教
的
救
済
は
。
禁
欲
を
合
理
的
生
活
方
法
論
と
し
て
把
握
す
る
と

原

理

的

に

反

禁

欲

的

で

あ

る

。

六
　
仏
教
の
救
済
理
論
に
は
、
行
為
に
お
け
る
い
か
な
る
現
世
内
的
動
機

づ

け

を

ま

っ

た

く

根

絶

す

る

と

こ

ろ

の

、

一

つ

の

概

念

が

形

成

さ

れ

て

い

る

。

そ

れ

は

、

い

か

な

る

合

理

的

行

為

も

、

明

白

に

拒

否

さ

れ

る

。

そ

れ

ゆ

え

に

、

集

中

的

な

静

観

と

純

粋

な

瞑

想

と

い

う

、

純

粋

に

精

神

的
な
体
系
化
を
除
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ー
ッ
パ
の
僧
侶
階
級
に
ま
す
ま
す
発
展

し

た

全

領

域

に

わ

た

る

生

活

態

度

の

合

理

的

方

法

論

が

、

仏

教

に

欠

け

て

い

る

。

七
　
仏
教
教
団
は
、
拘
束
と
規
制
を
意
図
的
に
、
首
尾
一
貫
し
て
、
最
小

限

に

し

た

た

め

に

、

無

構

造

で

あ

る

。

八
㈲
　
ブ
ッ
ダ
の
布
教
の
実
践
的
動
機
は
、
神
秘
論
的
宗
教
心
を
も
つ
偉
大

な
達
人
に
特
有
な
、
か
の
慈
悲
心
に
満
ち
た
愛
の
無
宇
宙
主
義
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
-

ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｖ
ｏ
ｌｌｅ
ｒ
　Ｌ
ｉｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｓ
m
i
ｓ
m
ｕ
ｓ

は

、

ほ

と

ん

ど

い

た

る

と

こ

ろ

に

み

ら

れ

る

よ

う

に

、

神

秘

論

的

救

済

所

有

の

心

理

学

形

式

、

す

な

わ

ち

、

神
に
真
摯
な
寂
静
状
態
と
い
う
特
有
な
オ
イ
フ
ォ
リ
ー
　
Ｅ
ｕ
ｐ
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
を

と
も
な
っ
て
い
る
。
モ
れ
が
、
か
れ
ら
の
多
く
を
神
秘
論
一
救
済
探
究

の

合

理

的

な

帰

結

に

反

し

、

霊

魂

救

済

の

道

へ

駆

り

た

て

た

。

大

乗

仏

教

は

、

救

拯

論

や

三

身

論

を

展

開

さ

せ

、

密

教

化

、

呪

術

化

を

進

行

さ

せ

て

い

っ

た

こ

と

を

述

べ

て

、

大

乗

仏

教

の

特

色

を

次

の

よ

う

に

示

し

て

い

る

。

一
　
大
乗
仏
教
こ
そ
は
、
ま
た
、
最
初
は
形
式
的
な
祈
祷
礼
拝
を
通
し
て
、

そ

し

て

最

終

的

に

は

転

輪

蔵

の

技

術

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉｋ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｂ
ｅ
ｔｓｍ

ｉｉｈ
ｌｅ
ｎ

’

お

よ

び

空

中

に

舞

う

か

、

あ

る

い

は

偶

像

に

吐

き

つ

け

ら

れ

る

か

し

た

護

符

の

技

術

を

通

し

て

、

儀

礼

の

最

高

至

上

の

機

械

化

に

到

達

し

、

か

つ

ま

た

、

そ

の

こ

と

に

よ

っ

て

全

世

界

を

、

ひ

と

つ

の

怖

ろ

し

い

呪

術



的
な
魔
の
園
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｚ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
　
に
変
貌
さ
せ
た
。

二
　
仏
教
が
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
に
お
い
て
仏
教
の
み
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う

と

、

つ

ね

に

全

被

造

物

に

た

い

す

る

真

摯

な

Ｉｎ
ｎ
ｉｇ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ

態

度

と

人

道

主

義

的

な

慈

悲

心

の

特

色

を

、

一

般

の

人

々

の

情

操

の

な

か

に

う

え

っ

け

た

。

三
　
大
乗
に
は
、
俗
人
の
合
理
的
な
生
活
方
法
論
を
創
出
す
る
た
め
の
い

か
な
る
萌
芽
も
ま
っ
た
く
欠
け
て
い
た
。
大
乗
仏
教
は
、
か
か
る
合
理

的

な

俗

人

宗

教

意

識

Ｌ
ａ
ｉｅ
ｎ
ｒ
ｅ
ｌｉｇ
ｉｏ
ｓ
ｉｔａ
ｔ

を

創

出

す

る

ど

こ

ろ

か

、

モ

れ

と

は

別

に

、

宗

教

的

、

か

つ

本

質

的

に

は

ブ

ラ

フ

マ

ン

的

な

知

識

人

の

神

秘

論

を

、

俗

人

の

、

生

ま

な

呪

術

、

偶

像

崇

拝

、

聖

徒

崇

拝

、

も

し

く

は

祈

祷

文

礼

拝

な

ど

に

結

び

つ

け

た

。

四
　
小
乗
学
派
Ｈ
ｉ
ｎ
ａ
ｙ
ａ
ｎ
ａ
-
Ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｌ
ｅ
が
僧
院
に
お
け
る
組
織
的
な
一
種

の

俗

人

教

育

を

発

展

さ

せ

た

が

、

こ

の

現

象

は

、

組

織

的

に

維

持

さ

れ

た

制

度

と

し

て

の

大

乗

仏

教

に

伝

え

ら

れ

て

い

る

。

2
　
イ
ン
ド
以
外
の
仏
教

こ

こ

で

取

り

扱

わ

れ

て

い

る

地

域

は

、

小

乗

仏

教

の

中

心

で

あ

る

セ

イ

ロ

ン
と
イ
ン
ド
シ
ナ
、
お
よ
び
大
乗
仏
教
が
展
開
し
た
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
、

内
陸
ア
ジ
ア
で
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
日
本
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。

ウ

ェ

ー

バ

ー

の

提

示

し

た

日

本

に

お

け

る

大

乗

仏

教

の

特

色

は

、

次

の

よ

う
で
あ
る
。
　

一
　
仏
教
は
、
皇
室
の
庇
護
の
も
と
に
、
文
識
層
の
貴
族
的
な
救
拯
論
と

し

て

、
導

入

さ

れ

た

。
こ

の
と

き

大

乗

仏

教

は

、

日
本

に

お
い

て

も

、

そ
れ
自
身
に
存
在
し
て
い
る
種
々
の
可
能
性
を
、
学
派
と
宗
派
の
形
成

に

よ

っ

て

、

早

急

に
発

展

さ

せ
た

。

二
　
大
乗
仏
教
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
合
理
的
で
宗
教
的
な
生
活
規
制
、

現

世

外

的

な

救
済

目

標

と
救

済

方

法

ａ
ｕ
Ｂ
ｅ
ｒ
w
ｅ
ｌｔ
ｌ
ｉｃ
ｈ
ｅ
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｌｓｚ
ｉｅ
ｌｅ

ｕ
ｎ
ａ
　
H
e
ｉ
ｌ
ｓ
w
ｅ
ｇ
ｅ
お
よ
び
情
操
内
容
の
昂
揚
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、

本

質

上

、

ア

ニ

ミ

ズ

ム
的

で

呪

術

的

な

崇

拝

、
す

な

わ

ち
、

い

か
な

る

直

接

的

な

倫
理

の
要

求

を

欠

く

一
切

の
崇

拝

と

は

、
正

反

対

の
も

の
で

あ

っ

た

。

三
　
日
本
で
は
、
封
建
的
名
誉
観
念
を
超
え
て
欲
動
－
感
情
生
活
Ｔ
ｒ
ｉ
ｅ
ｂ

ｕ
ｎ
ａ
　
Ｅ
ｍ
ｐ
ｆｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｎ
ｇ
ｓ
ｌｅ
ｂ
ｅ
ｎ

が
浄

化

さ

れ

、

発

展

し

た

が
、

そ

れ

ら

は

す
べ
て
、
大
乗
仏
教
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

四
　
大
乗
仏
教
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
の
主
知
主
義
的
救
拙
論

を
冷
静
に
和
わ
ら
げ
た
。
こ
の
救
抵
論
は
、
「
品
行
」
と
「
礼
儀
」
に

か

ん

し
、

日

本

に

お

い

て

封

建

的

な

も

の

へ

ふ

た

た

び
逆

行

し

た

儒

教

的

戒

め

と
明

ら

か

に
融

合

し

、

品

位

あ

る

挙

措

お
よ

び
身

分

を

わ

き

ま

え

る
礼

節

と
調

和

し

た

、

あ

の
紳

士

の
理

想

を
生

み

出

し

た

。

五
　
日
本
仏
教
は
、
中
国
の
多
く
の
宗
派
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
に
も
か

か
わ

ら

ず

、

日

本

仏

教
独

自

の
発

展

を
示

し

た
。

な

お
、

日

本

の
仏

教

宗

派

の

う

ち

で

、
ヽ
ウ

ェ
ー

バ
ー

が
取

り

扱

っ
て

い

る

も

の
は

、

真

言

宗

、

浄

土

宗

、
禅

宗
、

真

宗
、

日

蓮

宗

で

あ

る

が

、

と
り

わ

け

真

宗

に

つ
い

て

多

く

論

じ

て

、

真
宗

が

、
イ

ン

ド
の

バ
ク

テ

ィ

宗

教
意

識



や
ル
タ
ー
派
と
類
似
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

3
 
ア
ジ
ア
宗
教
の
一
般
的
性
格

以
上
の
よ
う
に
、
ウ
ェ
バ
ー
の
仏
教
理
解
の
着
色
は
、
仏
教
を
ア
ジ
ア

宗

教

意

識

の

一

般

的

性

格

の

な

か

に

位

置

づ

け

て

い

る

点

で

あ

る

。

ア

ジ

ア

宗
教
意
識
の
一
般
的
性
格
を
論
じ
た
次
の
文
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
仏
教
理
解

に
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
中
国
と
日
本
の
ぱ
あ
い
は
除
か
れ
て
い
る
）
。

あ
ら
ゆ
る
ア
ジ
ア
の
一
切
の
主
知
主
義
的
救
拯
論
に
共
通
し
て
い
る

鋭

い

形

の

グ

ノ

ー

シ

ス

や

神

秘

論

の

性

格

な

ら

び

に

神

に

た

い

す

る

真

摯

な

感

情

丿

神

を

見

た

り

、

神

に

憑

か

れ

た

り

す

る

こ

と

な

ど

と

の

内

面

的

な

親

近

性

・
お

よ

び

神

秘

論

者

や

呪

術

師

Ｍ

ａ

ｇ

ｉｅ

ｒ

と

の

内

面

的

な

親
近
性
が
決
定
的
に
作
用
し
た
。
呪
術
師
が
中
国
や
認
と
は
異
な
っ

て
強
力
に
弾
圧
に
れ
な
か
っ
た
ア
ジ
ア
の
他
の
地
域
で
は
、
す
べ
て
救

済

者

宗

教

意

識
　

Ｈ

ｅ

ｉ
ｌａ

ｎ

ｄ

ｓ
ｒ
ｅ

ｌ
ｉｇ

ｉｏ

ｓ

ｉ
ｔ
ａ

ｔ

は

聖

徒

崇

拝

Ｈ

ａ

ｇ

ｉｏ

ｌ
ａ

ｔ
ｒ

ｉｅ

の

形

式

を

と

り

、

し

か

も

そ

れ

は

ク

生

け

る

救

済

者

ｌ
ｅ

ｂ

ｅ
ｎ

ｄ

ｅ

ｒ

　
Ｈ

ｅ

ｉ
ｌ

ａ

ｎ

ｄ

す
な
わ
ち
グ
ル
　
G
u
r
u
 
と
同
類
の
恩
寵
を
授
け
る
者
（
そ
れ
が
よ
り
秘

教
的
な
も
の
で
あ
れ
、
よ
り
(
呪
術
的
な
も
の
あ
れ
)
に
た
い
す
る
聖
徒
祟

拝
の
形
式
を
と
っ
て
い
た
。

三
　
　
二
つ
の
評
価
―
む
す
び
に
か
え
て

文

化

や

社

会

の

研

究

に

は

、

顕

著

な

二

つ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

の

仕

方

が

み

ら

れ
る
。
丸
山
真
男
氏
に
よ
る
と
、
一
つ
は
「
研
究
対
象
に
つ
い
て
で
き
る

だ
け
広
汎
に
資
料
を
渉
猟
し
た
上
で
、
分
析
の
道
具
と
し
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
そ
の
相
互
関
係
を
精
密
化
す
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
関
心
を
も
た
ず
、
い
わ

ぱ

『

対

象

主

義

的

』

に

制

度

や

文

化

を

解

明

し

て

行

こ

う

と

す

る

」

立

場

で

、

他
の
一
つ
は
、
「
方
法
主
義
的
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
「
こ
こ
で
は
歴
史
的

実
体
は
一
旦
そ
の
『
即
自
的
』
な
統
一
性
を
解
体
さ
れ
、
方
法
的
ス
キ
ー
ム

に

従

っ

て

各

要

素

間

の

意

味

連

関

が

分

析

さ

れ

た

の

ち

に

あ

ら

た

め

て

歴

史

的

過

程

と

結

合

さ

れ

る

。

ダ

イ

ナ

ミ

ズ

ム

は

か

く

て

第

一

義

的

に

は

時

間

的

発
展
よ
り
も
『
構
造
』
の
体
系
的
な
相
互
作
用
性
の
問
題
と
し
て
視
野
に
の

ぼ
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
「
対

象

主

義

的

」

な

「

ジ

ャ

ン

ル

に

（

相

対

的

に

）

属

す

る

研

究

に

た

い

す

る

評

価

は

い

わ

ぱ

個

々

の

プ

ラ

ス

点

と

個

々

の

マ

イ

ナ

ス

点

と

の

加

除

算

と

し

て

示

さ

れ

う

る

の

に

た

い

し

て

、

こ

う

し

た

高

度

の

方

法

意

識

に

貫

か

れ

た

研

究
（
「
方
法
主
儀
的
」
）
は
そ
の
『
メ
ト
ー
デ
』
を
い
わ
ぱ
全
体
に
掛
け
合
せ
た

結
果
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
仏
教
理

解

に

つ

か

で

、

こ

れ

を

「

対

象

主

義

的

」

に

評

価

す

る

ぱ

あ

い

、

今

日

ま

で

か

な

り

の

批

判

が

な

さ

れ

て

き

て

い

る

。

そ

こ

に

は

、

資

（

史

）

料

の

問

題

、

言

語

理

解

の

問

題

、

当

時

の

イ

ン

ド

学

な

い

し

仏

教

学

が

初

歩

的

で

あ

っ

た

こ

と

に

起

因

す

る

問

題

な

ど

、

批

判

の

材

料

は

他

に

も

あ

る

と

思

わ

れ

る

け

れ

ど

も

、

そ

れ

ら

の

諸

批

判

点

を

補

う

か

た

ち

で

、

あ

る

い

は

ウ

ェ

ー

バ

ー

の

仏

教

理

解

を

批

判

す

る

目

的

で

、

た

と

え

ば

、

友

松

円

諦

『

仏

教

経

済

思

想
研
究
』
（
東
方
書
院
、
一
九
三
二
年
）
、
内
藤
莞
爾
「
宗
教
と
経
済
倫
理
―
―

浄
土
真
宗
と
近
江
商
人
―
」
（
『
年
報
社
会
学
』
八
輯
、
一
九
四
一
年
』
、
大
野
信



三

『

仏

教

社

会

・

経

済

学

説

の

研

究

』

（

有

斐

閣

、

一

九

五

六

年

）

、

中

村

元

『

宗

教

と

社

会

倫

理

』

（

岩

波

書

店

、

一

九

五

九

年

）

、

久

保

田

正

文

『

仏

教

社

会

学

』

（

日

新

出

版

。

一

九

六

二

年

）

、

山

折

哲

雄

「

マ

ハ

ヤ

ナ

・

ユ

イ

ス

マ

ン

ス

・

ワ

イ
ル
ド
―
―
感
性
的
神
秘
主
義
試
論
―
―
」
（
『
三
蔵
』
3
0
・
3
1
、
大
東
出
版
社
、
一

九
七
一
年
）
な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ

の

よ

う

な

ウ

ェ

ー

バ

ー

の

仏

教

理

解

か

ら

も

わ

か

る

よ

う

に

、

ウ

ェ

ー

バ

ー

の

宗

教

社

会

学

、

つ

ま

り

か

れ

の

宗

教

研

究

は

、

す

ぐ

れ

て

「

方

法

主

義

的

」

に

そ

の

真

価

が

問

わ

れ

な

け

れ

ぱ

な

ら

な

い

も

の

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。

（

１

）
　

マ

ッ

ク

ス

・

ウ

ェ

ー

バ

ー

の

宗

教

に

関

す

る

研

究

書

は

、

大

別

し

て

、

二

つ

に

分

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

の

一

つ

は

、

「

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

の

倫

理

と

資

本

主

義

の

精

神

」
　

（

一

九

〇

四

―

○

五

年

）

が

巻

頭

論

文

と

し

て

収

め

ら
れ
て
い
る
『
宗
教
社
会
学
論
文
集
』
全
三
巻
Ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｌ
ｔ
ｅ
　
Ａ
ｕ
ｆ
ｓ
ａ
ｔ
z
ｅ

ｘ
ｕ
ｒ
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ｓ
ｏ
ｚ
ｉ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
，
　
Ｉ
，
　
Ⅱ
，
　
Ⅲ
．
（
一
九
二
〇
-
二
一
年
）
（
以
後

Ｇ

．
　
Ａ
．
　
z
ｕ
ｒ
　
Ｒ
Ｓ
．
，
と
略
す
)
で
、
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
諸
宗
派
と

資
本
主
義
の
精
神
』
に
つ
づ
い
て
、
「
世
界
宗
教
の
経
済
倫
理
」
で
は
、
『
儒
教

と
道
教
』
（
以
上
が
第
［
巻
］
『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
』
（
第
二
巻
）
、
『
古
代

・
ユ
ダ
ヤ
教
』
（
第
三
巻
）
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
論
文
集
」
は
歴
史

的
・
分
析
的
研
究
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
歴
史
観
を
表
明
し
た
も
の
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
他
の
一
つ
は
、
『
経
済
の
社
会
』
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
 
G
e
s
e
l
-

Ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
(
一
九
二
一
年
）
(
以
後
 
W
.
u
n
d
 
G
.
と
略
す
）
の
第
二
部
第
五

章
「
宗
教
的
共
同
体
関
係
の
諸
類
型
（
宗
教
社
会
学
）
」
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、

宗
教
の
体
系
的
・
類
型
的
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
Ｍ
ａ
ｘ
　
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
，
　
Ｇ
.
　
Ａ
．
 
z
ｕ
ｒ
　
Ｒ
Ｓ

．
，

Ｉ
,
　
Ｓ

．

１
・

（

大

塚

久

雄

・

生

松

敬

三

訳
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
宗
教
社
会
学
論
選
』
み
す
ず
晝
房
一
九
七

二

年

。

五

頁

）

。

（

３

）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
・

，
　
Ｓ

．
　
１
２
.
　（

訳

、

二

四

頁

）
。

（

４

）
　

た

と

え

ば

、

池

田

昭

「

ウ

ェ

ー

バ

ー

宗

教

社

会

学

の

世

界

」

勁

草

書

房

、

一

九

七

五

年

、

一

六

八

頁

参

照

。

（

５

）
　

ウ

ェ

ー

バ

ー

の

理

念

型

に

よ

る

と

、

原

始

仏

教

を

は

じ

め

と

し

て

、

仏

教

の

多

く

は

「

現

世

逃

避

的

瞑

想

」

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。

（

６

）
　

こ

こ

は

、

池

田

昭

「

日

本

の

精

神

構

造

論

序

説

」

勁

草

書

房

、

一

九

六

七

年

、

お

よ

び

同

他

訳

「

ア

ジ

ア

宗

教

の

基

本

的

性

格

」

「

訳

者

あ

と

が

き

」

勁

草

書

房

、

二

二

七

頁

な

ど

に

多

く

よ

っ

て

い

る

。

（
７
）
Ｍ
ａ
ｘ
　
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
，
　
Ｇ
．
　
Ａ
．
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
Ｒ
Ｓ
.
，
　
Ⅱ
，
　
Ｓ
．
　
２
３
４
．
（
池
田
昭
訳
『
ア
ジ
ア

宗

教

・
の

救

済

理

論

』

勁

草

書

房

、

一

九

七

四

年

、

一

六

三

頁

）
。

（

８

）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，

　
Ｓ
Ｓ

．
　
２
３
５
-

２
３
６

．
（

訳

、

一

六

五

－

一

六

六

頁

）
。

（

９

）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.

，
　
Ｓ

．
　
２
３
６

．
　
Ｉ
訳

、

一

六

六

頁

）
。

（
1
0

）

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，

　
Ｓ

．
　
２
３
７

．
（

訳

、

一

六

七

頁

）
。

（
1
1

）

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，

　
Ｓ

．
　
２
３
７
・

（

訳

、

一

六

八

頁

）
。

（
1
2

）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

Ｓ

．
　
２
４
０

．
（

訳

、

一

七

二

頁

）
。

（
1
3

）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，

　
Ｓ

．
　
２
４
２

．
（

訳

、

一

七

四

頁

）
。

（
1
4

）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，

　
Ｓ

．
　
２
４
８

．
（

訳

、

一

八

四

頁

）
。

（
1
5
）
Ｍ
ａ
ｘ
　
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
，
　
Ｇ
．
　
Ａ
．
 
ｘ
ｕ
ｒ
　
Ｒ
Ｓ
．
，
　
Ⅱ
，
　
Ｓ
．
　
２
７
８
・
（
池
田
昭
・
山
折
哲

雄

・

日

隈

威

徳

訳

『

ア

ジ

ア

宗

教

の

基

本

的

性

格

』

五

〇

頁

）
。

（
1
6
）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，

　
Ｓ

．
　
２
７
８

．
（

訳

、

五

〇

一

五

一

頁

）
。

（
1
7
）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，

　
Ｓ

．
　
２
７
８

．
（

訳

、

五

一

頁

）
。

（
1
8

）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，
　
Ｓ
Ｓ

．
　
２
７
８
-

２
７
９

．
（

訳

、

五

一

一

五

二

頁

）
。

（
1
9

）

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，
　
Ｓ

．
　
３
０
１

．
（

訳

、

八

九

頁

）
。

（
2
0

）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，
　
Ｓ
Ｓ

．
　
３
０
１
-

３
０
２

．
　
（

訳

、

八

九

頁

）
。

（
2
1
）
(
2
2
)
 
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，

　
Ｓ

．
　
３
０
２

．
（

訳

、

八

九

頁

）
。

（
2
3

）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，

　
Ｓ

，
　
３
０
２

．
　
（

訳

、

九

〇

頁

）
。

（
2
4
）
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
．
，
　
Ｓ
Ｓ
．
　
３
０
２
-
３
0
4
.
（
訳
。
九
〇
－
九
四
頁
）
。

（
2
5

）
　

Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，
　
Ｓ

．
　
３
０
４

．
（

訳

、

二

〇

七

頁

）
。



Ｆ ● = ■ ■

（
2
6）
　
Ｒ
・
Ｎ
・

ベ
ラ
ー
（
堀
一
郎

・
池
田
昭
訳
）
　『
日
本
近
代
化

と
宗
教
倫
理
－

－

日
本
近
世
宗
教
論
－

』
未
来
社
、
一
九
六
二
年
、
の
「
解
説
」
に
、
丸
山

真
男
「

ベ
ラ
ー
「
徳
川
時
代
の
宗
教
」
に
つ
い
て
」
（
三
一
九
－

三
五
四
頁
）

が
あ

る
。
丸
山
論
文
、
一
三

二

頁
。

（
2
7）
　
丸
山
、
前
掲
論
文
。
三
二
二

頁
。

（
2
8）
　
丸
山
、
前
掲
論
文
、
三

二
四
頁

。

（
2
9）
　
こ
こ
に
掲

げ
た
諸
論
文
の
概
要

、
お
よ
び
本
稿
の
詳
細
な
内
容

に

つ

い

て

は
、
拙
著
『
救
済
と
再
生
　

マ
ッ
ク

ス

ー
ウ
ェ
ー
バ
ー
宗
教
社
会
学

入
門

』
み

く
に
書

房
、
一
九
八
三
年
一
一
月
、

の
「
第
六
章

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー

バ

ー

の
仏
教

理
解
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
せ
り
か
わ
・
ひ
ろ
み
ち
、
宗
教
学
・
宗
教
社
会
学
、

淑
徳
短
期
大
学
教
授
）
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